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アサリ稚貝の潜砂行動に及ぼす水温と塩分の影響

相島　　昇

(有明海研究所)

Effects of Water Temperature and Salinity on Burrowing Behavior in

Juvenile Short-necked Clam Ruditapes philippinarum

Noboru Aishima

(Ariakekai Laboratory)

過去にアサリRuditapes philippinarumの増

殖手法として覆砂漁場や造州漁場の造成,さく澪

等多様な試みト8)がなされ,アサリの移殖も従来

から各地で行われている。アサリ移殖に関する研

究は,適正放流密度,移殖効果等数々の報告9-13)

がある。しかし,アサリ稚貝の適正な放流時期に

ついての研究例は少ない。

有明海では潮汐差が大潮時で最大6 mもあり,

潮汐流が極めて速い。この流速条件から考えると,

短時間で潜砂する環境条件が放流時期決定の1つ

の要素と考えられる。そこで,今回,環境条件と

して水温と塩分を取り上げ,アサリ稚貝の潜砂時

間と水温,塩分との関係を検討した。

材料および方法

試験は4月5日～4月6日に行った。供試稚貝

は有明海福岡県地先で採捕し, 2日間室温で飼育

したものを使用した。砂を入れた水槽中で30分

以内に潜砂を完了した活力のある稚貝を使用した。

前処理として室温(18.6℃)から約30分後に各

試験温度になるよう馴致し試験を開始した。図1

に供試アサリの殻長組成を示したが,平均殻長は

16.1mm,標準偏差は1.0mmであった。

試験容器は2 lのビーカーを使用し,飼育水は

海水を30μm及び0.45μmの2段階式カートリッ

ジフィルターでろ過したものと蒸留水を, 0-35

の塩分濃度範囲に8段階になるよう調整し使用し

た。ビーカーの底には中央粒径値(φ) 2.55の

砂を厚さ4cmになるように入れた。飼育方法は止

水式で,試験期間中,毎分10ml/lの通気を行っ

た。
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図1　供試アサリの殻長組成
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アサリの潜砂行動と水温・塩分

試験区は,水温5℃, 10℃, 15℃, 20℃, 25

℃, 30℃と塩分濃度S=0, 5, 10, 15, 20,　流　40

25, 30, 35とを組み合わせて行った。各試験区

ともアサリ稚貝を10個体ずつ使用し,試験開始

1分後, 5分後, 10分後, 30分後, 60分後, 180

分後, 360分後, 1,440分後に潜砂完了個体と半

潜砂個体を計数した。潜砂完了の判定は,アサリ

の殻全体が完全に砂の中に入った個体を潜砂個体

と判定し,砂に斧足を入れて砂床に貝長軸を垂直

にしているだけの個体は半潜砂個体とした。

結果および考察

各水温,塩分濃度におけるアサリの潜砂率を図

2に示した。試験開始1分後には早くも, 30℃

区の塩分濃度25区と30区が20%, 35区が10%

半潜砂状態になった。 5分後には25℃区を中心

に潜砂完了個体がみられ, 10分後にはさらに潜

砂完了個体が15 ℃区- 30℃区で増加した。

試験開始30分後までに潜砂個体数は著しく増加

したが,その後, 60分後, 180分後, 360分後,

1,440分後と潜砂個体数は徐々に増加した。試験

終了時の1,440分後には,各温度区とも,塩分濃

度15以下で潜砂率70%以下と低かった。特に,

塩分濃度10以下では1個体の潜砂もみられなかっ

た。

梅森ら*は,平均殻長32mmの底質別アサリの潜

砂開始時間を検討し,最も早く潜砂した試験区の

平均潜砂開始時間は832秒であったと述べている。

本試験で,最も早く100%潜砂完了した試験区は

20℃区の25区と30区, 25℃区の30区と

35区で, 10分以内で潜砂した。梅森らの供試個

体と殻長差はあるものの,潜砂開始時間は早く,

同様の結果が得られた。

アサリ移殖時の環境条件等を検討するために,

有明海におけるアサリ移殖漁場の小潮時の流速経

時変化を図3に,大潮時の流速経時変化を図4に

示した。アサリ稚貝が流される流速は,35cm/s
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図3　有明海アサリ移殖漁場における小潮時の流速経
時変化

であると報告されている。14)有明海におけるアサ

リ移殖漁場の小潮時の流速は,満潮前2時間から

干潮後3時間までの間35cm/s以下である。大

潮時は35cm/s以上の流速を示す時間帯があり,

稚貝の流されない時間帯は干潮前後の1 -2時間

と満潮前後の1-2時間のみである。一方,有明

海で地元産のアサリを移殖する場合,入り方ジョ

レンで採捕する関係から,稚貝の採捕は,大潮の

干潮前後に限られ,流速条件の好適な小潮時には

移殖できない。また,活力保持のためアサリ濃密

発生漁場から,直接移殖漁場に運ぶため,まきつ

け時間は最干潮後になる。

このようにアサリ稚貝が流される限界流速や移

殖方法から,放流後のアサリ潜砂可能な時間は

30分前後であると考えられる。そこで,放流30

分後のアサリ潜砂状況を検討するため,試験開始

30分後の100%潜砂率と50%潜砂率を図5に示

*梅森龍史・木下秀明・岡村武志・城戸勝利:底質の粒径差による潜砂時間,潜砂速度及び這い上がり能力の評価

アサリ,ホッキガイについて,平成4年度日本水産学会秋期大会講演要旨, 124, (1992).
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図4　有明海アサリ移殖漁場における大潮時の流速経

時変化
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図5　試験開始30分後の潜砂率

した。試験開始30分後における50 %以上の潜砂

ると50 %以上の潜砂率を示す塩分濃度範囲は小

さくなり,特に水温5℃区は,塩分濃度0-35

すべての区で潜砂率が50 %を下回った。

また,試験開始30分後に潜砂率が100%であっ

た試験区は, 10℃の25区と30区, 15℃の20-

35,20-30℃の25-35で, 15℃を除くと塩分

濃度20以下では100%にならなかった。

図6に過去5カ年間の有明海大牟田市地先にお

ける満潮時表層水温の推移を示した。当海域では,

過去5カ年間を見ると最低水温は2月前後に記録

し,最高水温は8月前後に記録している。また,

図7に有明海大牟田市における満潮時表層塩分濃

度の推移を示したが,塩分濃度は6月から7月に

かけての梅雨期前後に低下し10以下になること

もある。今回の試験結果から,塩分濃度が20を

下回るような6月～7月の梅雨期と,水温が10
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率を示す塩分濃度範囲が一番広いのは,水温15

℃の区で15-35であった。水温が20℃, 30℃　　温

と高くなると, 50%以上の潜砂率を示した塩分　モ
l己芦■巳i

濃度の下限が少し高くなり,範囲もそれだけ狭く

なった。また逆に5℃, 10℃,と水温が低くな
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図6　有明海大牟田市地先における満潮時表層水温の変化
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アサリの潜砂行動と水温・塩分

℃を下回るよう2月前後は移殖直後のアサリ潜砂

率が低くなり,潮汐流により流され食害の機会が

多くなり減耗が考えられるので,アサリ移殖時期

としては適当でないと思われる。また,今回,水

温及び塩分濃度の条件を,大牟田市地先の水温及

び塩分濃度を代表値として使用したが,筑後川等

の河口域では,さらにこれよりも塩分濃度が下が

ることが多く,放流適期はさらに少なくなると考

えられる。

適正移殖放流時期の決定は,高橋ら15)が底質の

粒度組成の違いにより潜砂速度が異なると述べて

いるように,今回検討した環境要素としての水温,

塩分と潜砂率との関係以外に,他の環境要因との

関係や,種苗の活力及び移殖効果等の問題も総合

的に検討し,決定することが必要であろうと思わ

れる。
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図7　有明海大牟田市地先における満潮時表層塩分の変化

要　　　　約

アサリ移殖に際して,短時間で潜砂完了する環

境条件が放流時期決定の1つの条件と考え,アサ

リ稚貝の潜砂時間と水温,塩分との関係を検討し

た。

試験開始直後から潜砂行動が見られ, 30分後

までは急速に潜砂個体数が増加した。試験開始

30分後における50 %以上の潜砂率を示す塩分濃

度範囲が一番広いのは,水温15℃の区で15-

35であった。 5℃, 10℃と水温が低くなると50

%以上の潜砂率を示した塩分濃度範囲は狭くなっ

た。特に水温5℃区は,塩分濃度0-35すべて

の区で潜砂率が50%を下まわった。 15℃区を除

くと塩分濃度20以下では100 %の潜砂はしなかっ

た。

今回の試験結果から,塩分濃度が20を下回る

ような6-7月の梅雨期と,水温が10℃を下回

るような2月前後は移殖直後のアサリ潜砂率が低

く,潮汐流による流出や食害の機会増大による減

耗が考えられる。
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